
ヒトの脳内CoQ10量の加齢による変化
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サポート • 試料は年齢33-92 歳の
個人30名から死後24時
間以内に採取された．

• 33-36歳: n=7
53-57歳: n=8
69-72歳: n=8
89-92歳: n=7
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(Soderberg M et al, J Neurochem.1990；54(2):415–423より作成)

脳内のCoQ10量は高齢者
ほど少なく，特に尾状核，
海馬，橋や延髄では著しく
減少していた．


